
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ◯ ◯ ◯ 2 ◯ ◯

1 ◯ ◯ ◯ 2 ◯ ◯ ◯

1 ◯ ◯ 2 ◯

1 ◯ 1 ◯

3 ◯ ◯ ◯ ◯ 2 ◯ ◯

2 ◯ ◯ ◯ 1 ◯ ◯

1 ◯

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ◯ ◯ ◯ 2 ◯ ◯ ◯

1 ◯ ◯ 2 ◯ ◯ ◯

1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1 ◯ ◯ ◯

3 ◯ ◯ ◯

2 ◯ ◯

1 ◯ ◯

1 ◯

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ◯

1 ◯

1 ◯

1

3

2

2

建築構造力学Ⅰ

人工知能

33

授業科目

実践的アルゴリズム

人工知能

工学部

最適化

電気電子実験Ⅰ

エンジニアリングスキル実習

授業科目

人工知能

授業科目

エンジニアリングスキル実習

信州大学

信州データサイエンスプログラム（工学部・応用基礎）

コンピュータ化学演習

データエンジニアリング基礎

AI基礎

令和８年度までに履修必須とする計画

授業科目

データサイエンス基礎

最適化

水文学

空間情報実習

授業科目

データサイエンス基礎

データエンジニアリング基礎

コンピュータ化学演習

プログラムを構成する授業科目について

1. 応用基礎レベルの数理・データサイエンス・AI教育プログラムに対応するコア3科目「データサイエンス基礎」「データエンジニアリング基
礎」「AI基礎」の単位を修得すること（学部共通科目・データサイエンス科目 各1単位）。 

2. 教育プログラムの修了要件ではないが、各学科で開講されているデータサイエンス/データエンジニアリング/AIの要素を含む専門科目
（5学科・12科目）を積極的に履修することを推奨する（各学科・プログラムにおける卒業要件上の必修科目を含む）。

学部・学科単位のプログラム

AI基礎

データエンジニアリング基礎

授業科目

データサイエンス基礎

最適化

建築構造力学Ⅰ演習

建築構造力学Ⅱ

建築構造力学Ⅱ演習

実践的アルゴリズム

コンピュータ化学演習

AI基礎

実践的アルゴリズム
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⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

最適化

建築構造力学Ⅱ演習エンジニアリングスキル実習

AI応用基礎

選択項目

データエンジニアリング応用基礎

AI応用基礎

選択項目

その他

授業科目

その他

その他

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学基
礎（統計数理、線形代
数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」の
概念や知識の習得を目
指す。

データエンジニアリング応用基礎 建築構造力学Ⅰ

空間情報実習

その他

電気電子実験Ⅰ

実践的アルゴリズム

データサイエンス応用基礎

AI応用基礎 人工知能

授業科目

コンピュータ化学演習

水文学

授業に含まれている内容・要素 講義内容

数学基礎
《キーワード（知識・スキル）》
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率：「データサイエンス基礎」（単元6）
・代表値(平均値、中央値、最頻値)、分散、標準偏差：「データサイエンス基礎」（単元6）
・相関係数、相関関係と因果関係：「データサイエンス基礎」（単元6）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度：「データサイエンス基礎」（単元6）
・確率分布、正規分布、独立同一分布：「データサイエンス基礎」（単元6）、「コンピュータ化学演習」（第4回）
・ベクトルと行列：「データサイエンス基礎」（単元7）、「コンピュータ化学演習」（第2回）、「最適化」(第3回)、「建築
構造力学Ⅰ」（第1回、第2回）、「建築構造力学Ⅰ演習」（第1回、第2回）、「建築構造力学Ⅱ」（第4回、第5回、第7
回、第8回、第9回、第13回）、「建築構造力学Ⅱ演習」（第4回、第5回、第7回、第8回、第9回、第13回）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積：「データサイエンス基礎」（単元7）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積：「データサイエンス基礎」（単元7）
・逆行列：「データサイエンス基礎」（単元7）
・多項式関数、指数関数、対数関数：「データサイエンス基礎」（単元7）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係：「データサイエンス基礎」（単元7）、「最適化」(第3回)、「建築構造
力学Ⅰ」（第9回、第12回、第13回）、「建築構造力学Ⅰ演習」（第9回、第12回、第13回）
・1変数関数の微分法、積分法：「データサイエンス基礎」（単元7）、「最適化」(第3回)
《高度な内容》
・ベイズの定理：「コンピュータ化学演習」（第4回）、「人工知能」（第5回）
・固有値と固有ベクトル：「コンピュータ化学演習」（第2回）
・2変数関数の微分法、積分法：「最適化」(第3回)
・確率システムの基礎：「人工知能」（第4回）
・最適化の基礎：「最適化」(第2回)
・Octaveを用いたシミュレーション:「電気電子実験I」(第11回)
・データ解析・表示:「電気電子実験I」(第14回) 
  

アルゴリズム
《キーワード（知識・スキル）》
・アルゴリズムの表現（フローチャート）：「データサイエンス基礎」（単元8）
・並び替え(ソート)、探索(サーチ)：「データサイエンス基礎」（単元8）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート：「データサイエンス基礎」（単元8）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索：「データサイエンス基礎」（単元8）、「実践的アルゴリズム」（第7回）、「人
工知能」（第2回）
《高度な内容》
・最小二乗法：「エンジニアリングスキル実習」（第2回）
・動的計画法：「人工知能」（第3回）、「最適化」(第9回)
・座標変換：「人工知能」（第11回）
・最適化の基本アルゴリズム：「最適化」(第4回)
・線形計画法：「最適化」(第6回)
・非線形計画法：「最適化」(第7回、第8回)
・整数計画法：「最適化」(第9回)
・メタヒューリスティック：「最適化」(第10回)
・進化計算：「最適化」(第11回)
・進化的アルゴリズム：「最適化」(第12回)
・多目的最適化：「最適化」(第13回、第14回)

データ表現
《キーワード（知識・スキル）》
・コンピュータで扱うデータ(数値、文章、画像、音声、動画など)：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・構造化データ、非構造化データ：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・情報量の単位(ビット、バイト)、二進数、文字コード：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
《高度な内容》
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・ケモインフォマティクス入門:「コンピュータ化学演習」(第7回)　
・最適化とその意義:：「最適化」(第1回)
・最適化問題の種類：「最適化」(第2回)
・数学的準備：「最適化」(第3回)
・基本アルゴリズム：「最適化」(第4回)
・Octaveを用いたシミュレーション:「電気電子実験I」(第11回)

建築構造力学Ⅱ

建築構造力学Ⅰ演習

その他

AI応用基礎
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2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

プログラミング言語
《キーワード（知識・スキル）》
・文字型、整数型、浮動小数点型：「データエンジニアリング基礎」（単元7）、「AI基礎」（第6回）
・変数、代入、四則演算、論理演算：「データエンジニアリング基礎」（単元7）、「AI基礎」（第6回）
・関数、引数、戻り値：「データエンジニアリング基礎」（単元7）、「AI基礎」（第6回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成：「データエンジニアリング基礎」（単元7）、「AI基礎」（第6回）
《高度な内容》
・ファイル入出力、ディレクトリの配置：「データエンジニアリング基礎」（単元8）、「AI基礎」（第6回）
・モジュールの使い方、数学ライブラリの使用、科学技術計算ライブラリの使用：「データエンジニアリング基礎」
（単元8）、「AI基礎」（第6回）、「実践的アルゴリズム」（第5回、第6回）
・Pythonの基礎：「実践的アルゴリズム」（第2回、第3回、第4回）、「人工知能」（第10回）
・有限要素法：「建築構造力学Ⅱ」（第1回、第2回、第14回、第15回）、「建築構造力学Ⅱ演習」（第1回、第2回、第
14回、第15回）
・知能機械の行動、認識シミュレーション：「実践的アルゴリズム」（第10回、第11回、第12回、第13回、第14回、第
15回）
・ロボットとプログラミング：「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・動的計画法：「最適化」(第9回)
・座標変換：「人工知能」（第11回）
・最適化の基本アルゴリズム：「最適化」(第4回)
・線形計画法：「最適化」(第6回)
・非線形計画法：「最適化」(第7回、第8回)
・整数計画法：「最適化」(第9回)
・メタヒューリスティック：「最適化」(第10回)
・進化計算：「最適化」(第11回)
・進化的アルゴリズム：「最適化」(第12回)
・多目的最適化：「最適化」(第13回、第14回)
・Octaveを用いたシミュレーション:「電気電子実験I」(第11回) 
  

データ駆動型社会とデータサイエンス
《キーワード（知識・スキル）》
・データ駆動型社会、Society 5.0：「データサイエンス基礎」（単元1）
・データサイエンス活用事例 (仮説検証、知識発見、 原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など)：「データサ
イエンス基礎」（単元1）、「水文学」（第1回、第8回）、「空間情報実習」（第1回）
・データを活用した新しいビジネスモデル：「データサイエンス基礎」（単元1）

分析設計
《キーワード（知識・スキル）》
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル：「データサイエンス基礎」（単元2）、「水文学」（第1回、第7回、第10
回）、「空間情報実習」（第1回、第11回、第13回、第14回）
・分析目的の設定：「データサイエンス基礎」（単元2）
・様々なデータ分析手法 (回帰、分類、クラスタリングなど)：「データサイエンス基礎」（単元2）、「コンピュータ化学
演習」（第3回）、「水文学」（第7回、第10回）、「空間情報実習」（第14回）
・様々なデータ可視化手法(比較、構成、分布、変化など)：「データサイエンス基礎」（単元2）、「水文学」（第4回、
第8回）、「空間情報実習」（第13回、第14回）
・データの収集、加工、分割/統合：「データサイエンス基礎」（単元2）、「水文学」（第1回、第4回、第8回）、「空間情
報実習」（第1回、第13回、第14回）
《高度な内容》
・機械学習（回帰）：「人工知能」（第7回）
・機械学習（分類）：「人工知能」（第8回）
・測定と誤差伝播：「エンジニアリングスキル実習」（第1回）

   ・最小二乗法：「エンジニアリングスキル実習」（第2回）

ビッグデータとデータエンジニアリング
《キーワード（知識・スキル）》
・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ：「データエンジニアリング基礎」（単元1）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス：「データエンジニアリング基礎」（単元1）
・ビッグデータ活用事例：「データエンジニアリング基礎」（単元1）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ：「データエンジニアリング基礎」（単元1）
・ソーシャルメディアデータ：「データエンジニアリング基礎」（単元1）

AIの歴史と応用分野
《キーワード（知識・スキル）》
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム：「AI基礎」（第2回）
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）：「AI基礎」（第2回）
・フレーム問題、シンボルグラウンディング問題：「AI基礎」（第2回）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）：「AI基礎」（第2回）
・AI技術の活用領域の広がり（流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）：「AI基礎」（第2回）
《高度な内容》
・最適化とその意義、応用からイノベーションとAIまで：「最適化」(第1回)

AIと社会
《キーワード（知識・スキル）》
・AI倫理、AIの社会的受容性：「AI基礎」（第3回）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い：「AI基礎」（第3回）
・AIに関する原則/ガイドライン：「AI基礎」（第3回）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性：「AI基礎」（第3回）
《高度な内容》
・最適化とその意義、応用からイノベーションとAIまで：「最適化」(第1回)
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3-3

3-4

3-9

AIの構築と運用
《キーワード（知識・スキル）》
・AIの学習と推論、評価、再学習：「AI基礎」（第14回）
・AIの開発環境と実行環境：「AI基礎」（第14回）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み：「AI基礎」（第14回）
・複数のAI技術を活用したシステム（スマートスピーカー、AIアシスタントなど）：「AI基礎」（第14回）
《高度な内容》
・量子コンピュータ概要:「コンピュータ化学演習」(第15回)　
・知能機械の行動、認識シミュレーション：「実践的アルゴリズム」（第10回、第11回、第12回、第13回、第14回、第
15回）

機械学習の基礎と展望
《キーワード（知識・スキル）》
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）：「AI基礎」（第4回）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習：「AI基礎」（第4回）
・学習データと検証データ：「AI基礎」（第4回）
・ホールドアウト法、交差検証法：「AI基礎」（第4回）
・過学習、バイアス：「AI基礎」（第4回）
《高度な内容》
・機械学習（回帰）：「人工知能」（第7回）
・機械学習（分類）：「人工知能」（第8回）
・機械学習概論：「コンピュータ化学演習」(第6回)　
・実験計画法、画像認識：「コンピュータ化学演習」(第12回)　
・プロセスインフォマティクス概論（時系列データの取り扱い)：「コンピュータ化学演習」(第13回)
・メタヒューリスティック：「最適化」(第10回)
・進化計算：「最適化」(第11回)
・進化的アルゴリズム：「最適化」(第12回)
・多目的最適化：「最適化」(第13,14回)
・探索アルゴリズム：「実践アルゴリズム」（第7回）

深層学習の基礎と展望
《キーワード（知識・スキル）》
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）：「AI基礎」（第8回）
・ニューラルネットワークの原理：「AI基礎」（第8回）
・ディープニューラルネットワーク（DNN）：「AI基礎」（第8回）
・学習用データと学習済みモデル：「AI基礎」（第8回）
《高度な内容》
・知能機械の行動、認識シミュレーション：「実践的アルゴリズム」（第10回、第11回、第12回、第13回、第14回、第
15回）
・ロボットプログラミング：「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

令和5年度で実施した開講授業科目において、「生成AI」に関する内容を含んだものは該当しない。
今後、令和8年度を目途としてデータサイエンス基礎・データエンジニアリング基礎・AI基礎の内容は必修化を目指しており、その際にモデ
ルカリキュラム改訂版における学修項目「生成AI」に関しては必須学修項目として追加導入する予定である。

講義内容

・データの意味を抽出し、自身の専門分野にフィードバックする能力 
・自らの専門分野に数理・データサイエンス・AIを応用するための大局的な視点
・AIの基本的な概念と手法、応用例を学ぶことで、AI技術を活用し課題解決につなげる能力

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

データエンジニアリング基礎（プログラミング演習を含む）
《キーワード（知識・スキル）》
・配列、木構造（ツリー）、グラフ：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化：「データエンジニアリング基礎」（単元2）
・Webクローラー、スクレイピング ：「データエンジニアリング基礎」（単元3）
・リレーショナルデータベース(RDB) ：「データエンジニアリング基礎」（単元4）
・データ操作言語(DML)、SQL：「データエンジニアリング基礎」（単元4）
・ソート処理、サンプリング処理 ：「データエンジニアリング基礎」（単元5）
・クレンジング処理(外れ値、異常値、欠損値) ：「データエンジニアリング基礎」（単元5）
・電子署名、公開鍵認証基盤(PKI)：「データエンジニアリング基礎」（単元6）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成：「データエンジニアリング基礎」（単元7、単元8）、「コンピュー
タ化学演習」（第9回、第10回、第11回）、「最適化」（第11回、第12回、第15回）、「実践的アルゴリズム」（第2回、
第3回、第4回、第5回、第6回、第10回、第11回、第12回、第13回、第14回、第15回）
《プログラミング演習を含む項目、科目、単元・実施回》
・データ表現（演習）、データ収集（演習）、データベース（演習）、データ加工（演習）、ITセキュリティ（演習）、プログ
ラミング基礎 前半（演習）、後半（演習）：「データエンジニアリング基礎」（単元2、単元3、単元4、単元5、単元6、単
元7、単元8）
・特徴量エンジニアリング、特徴量選択、逆解析（予測用データの作成）：「コンピュータ化学演習」（第9回、第10
回、第11回）
・進化計算、進化的アルゴリズム、進化的多目的最適化：「最適化」（第11回、第12回、第15回）
・Pythonの基礎、数学ライブラリの使用、科学技術計算ライブラリの使用、知能機械の行動・認識シミュレーショ
ン：「実践的アルゴリズム」（第2回、第3回、第4回、第5回、第6回、第10回、第11回、第12回、第13回、第14回、第
15回）
データ・AI活用 企画・実施・評価（プログラミング演習を含む）
《キーワード（知識・スキル）》
・様々なデータ分析手法 (回帰、分類、クラスタリングなど)：「データサイエンス基礎」（単元2）、「コンピュータ化学
演習」（第1回、第12回）
・データの特異点、相違性、傾向性、関連性：「データサイエンス基礎」（単元3）、「最適化」（第5回、第8回、第9回）
・時系列データ、時系列グラフ、周期性、移動平均：「データサイエンス基礎」（単元4）、「人工知能」（第5回、第6
回、第7回、第8回）
・可視化目的(比較、構成、分布、変化など)に応じた図表化：「データサイエンス基礎」（単元5）、「人工知能」（第5
回、第6回、第7回、第8回）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索：「データサイエンス基礎」（単元7）
・パターン認識、特徴抽出、識別：「AI基礎」（第6回、第7回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・数字認識、文字認識：「AI基礎」（第6回、第9回、第15回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・画像認識、音声認識：「AI基礎」（第6回、第9回、第15回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・予測技術の活用事例：「AI基礎」（第10回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・決定木(Decision Tree)：「AI基礎」（第10回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・自然言語処理の活用事例：「AI基礎」（第11回、第12回）
・形態素解析、単語分割、係り受け解析：「AI基礎」（第11回、第12回）
・家庭用ロボット、産業用ロボット、サービスロボット：「AI基礎」（第13回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
・自動化機械、センサー、アクチュエータ：「AI基礎」（第13回）、「人工知能」（第12回、第13回、第14回）
《プログラミング演習を含む項目、科目、単元・実施回》
・分析設計（演習）、データ観察（演習）、データ分析（演習）、データ可視化（演習）、アルゴリズム（演習）：「データ
サイエンス基礎」（単元2、単元3、単元4、単元5、単元7）
・プログラミング言語の演習、サポートベクターマシンの演習、形態素解析の演習、畳み込みニューラルネットワー
クの演習：「AI基礎」（第6回、第7回、第12回、第15回）
・Excelの基礎（ヒストグラム、箱ひげ図、平均値、中央値、最頻値、分散、不偏分散、標準偏差）、実験計画法・画
像認識：「コンピュータ化学演習」（第1回、第12回）
・線形計画法、動的計画法、整数計画法：「最適化」（第5回、第8回、第9回）
・ベイズフィルタ、粒子フィルタ、機械学習（回帰）、機械学習（分類）、ロボットプログラミング：「人工知能」（第5回、
第6回、第7回、第8回、第12回、第13回、第14回）

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・デー
タサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）における、コア学修項目3-5「生成」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、
実際に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 5,718 人 女性 3,087 人 （ 合計 8,805 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

工学部 2,146 485 1,980 218 146 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 218 11%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 2,146 485 1,980 218 146 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 218 11%

信州大学

プログラムの履修者数等の実績について

 令和5

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 履修者数
合計 履修率
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式３

大学等名

① 全学の教員数 1,013 人 （非常勤） 556 人

② プログラムの授業を教えている教員数 20 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

信州大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

香山　瑞恵 工学部長

工学部　数理データサイエンス・AI 教育研究センター

岡野　浩三 センター長

信州大学工学部数理データサイエンス・ＡI教育研究センター内規

　工学部数理データサイエンス・AI 教育研究センターは、本学が定める教育上の基本方針に基づ
き、工学部における数理データサイエンス・AI教育プログラムの実施機関として、各学科と連携
し、学部横断的な見地から学部共通科目・データサイエンス科目、ならびに各学科における
DS/DE/AI援用された専門科目に係る教育課程の企画及び円滑な実施を図ることを目的とする組
織である。当センター内には工学部工学基礎部門データサイエンス分野の専任教員と、工学部か
らの兼任教員を複数配置し、本プログラムの企画立案・実施を担当する。

工学部　数理データサイエンス・AI 教育研究センター
　センター長　　（工学部電子情報システム工学科　教授・兼任）　　　　　 岡野　浩三
　副センター長　（工学部工学基礎部門数学教室　　教授・兼任）　　　　　大野　博道
　副センター長　（工学部電子情報システム工学科　教授・兼任）　　　　　和﨑　克己
　専任教員　　　（工学部工学基礎部門データサイエンス分野　助教・専任）舘　　伸幸
　特任教員　　　（工学部工学基礎部門　　　　特任教授・兼任）　　　　　  河邊　　淳
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 50%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 1,980

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

11% 30%

70% 90%

具体的な計画

　令和5年度では本プログラムの修了に必要な科目は学部共通科目データサイエンス科目群の
選択科目としている。履修者数・履修率は年度が進むにしたがって増加させ、令和8年度を目途と
して本データサイエンス科目群を必修化し、履修者は令和9年度には学年定員の90％に達する計
画としている。

　本プログラムの修了に必要な科目は、学部共通科目として全ての工学部所属学生対象の選択
科目として開講している。また、選択（オプション）の内容を含む科目についても、工学部所属学生
の各専門課程における専門科目として開講しているため、各学科において希望する学生全員が
受講可能になっている。

　工学部の対象学生に対し、年度初頭の学年ガイダンスにおいてデータサイエンス科目群の履修
案内を行っている。全学のシラバス閲覧システムによってデータサイエンス科目は検索し表示さ
せることができる。また、本学全学教育センターWebサイトにおいて「信州データサイエンスプログ
ラム」の特設ページを作成し、学生が情報を受け取りやすい環境を整備している。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　工学部の対象学生に対し、年度初頭の学年ガイダンスにおいてデータサイエンス科目群が履修
登録できるように案内するとともに、案内リーフレットに本教育プログラムの説明用Webページへ
のURLならびにQRコードを表示することで教育プログラムの特色や狙い、学修内容へのアクセス
が容易になるように工夫している。なお、本プログラムの修了に必要な科目はオンデマンド教材
（信州大学 eALPS）での学習を基本としているため、学生は授業サイト上でいつでも繰り返し講義
資料を閲覧することができる。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

　工学部図書館「ラーニングアドバイザーによる学修支援」において、大学院学生がラーニング・ア
ドバイザーとしてPythonプログラミング等の学修相談支援を行っている。また、授業サイト eALPS 
における質問掲示板（Moodle/LMSのフォーラム機能による）での対応、メールやオフィスアワー情

       報の開示（工学部履修案内に掲載）を行っている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 信州大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 工学部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

信州大学工学部 PDCA委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

【意見・結果】令和5年度の学部共通科目 データサイエンス科目として、プログラム必須のデータサイエンス基礎、デー
タエンジニアリング基礎、AI基礎（選択・各1単位）が開講されている。令和5年度開講のプログラム必須であるデータサ
イエンス基礎、データエンジニアリング基礎、AI基礎の3科目を全て履修している学生は 218名であり、学年定員485名
に対する履修率は 45%であり、また工学部の全学科からの履修者を得た。

【評価・今後の取組等】プログラム開講されている授業科目については、工学部共通科目として開講され、かつ高い履
修率である状況であるので、現時点で大きな問題はないと評価できる。令和6年度開講時においても、更に高い履修率
を維持できることを期待する。

香山　瑞恵

学修成果

【意見・結果】令和5年度開講のプログラム必須 データサイエンス基礎、データエンジニアリング基礎、AI基礎の3科目を
全て履修している学生 218名のうち単位修得率（評定 可以上）は 67%という結果であった。本学では全ての正規授業の
単位取得分布については学期末のタイミングで分析し、学内公開している。

【評価・今後の取組等】令和5年度開講の必須3科目については、当年度の受講生は高い単位修得率である状況である
ので、現時点で大きな問題はないと評価できる。令和6年度開講時においても、高い単位修得率を維持できることを期
待する。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

【意見・結果】本学では全ての正規授業について、学期末のタイミングで「学生による授業アンケート」を実施し、理解度
（シラバスで示した到達目標に対する達成度）や、授業への満足度等を把握している。令和5年度開講の必須3科目に
ついては良好なアンケート結果（アンケートに回答した学生全てが 達成感を得ている と表明）を得ている。

【評価・今後の取組等】令和5年度開講の必須3科目については、当年度の受講生は高い単位修得率かつアンケート回
答結果の達成感についても良好な状況であるので、現時点で大きな問題はないと評価できる。今後、工学部　数理
データサイエンス・AI 教育研究センター所属教員等が、プログラム開講されている授業科目（オンライン）でのアクセス
分析や小テスト課題に関する分析を行うことで、より精密な難易度調査が行えることが期待できる。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

【意見・結果】教育プログラム開始の初年度であるため「学生による授業アンケート」などで後輩への推奨度について明
示的に調査は行っていない。

【評価・今後の取組等】「学生による授業アンケート」の自由記述欄を活用し、後輩への推奨度について明示的に調査を
実施する。今後、オンライン型のフィードバック（独自アンケート）を設置し、「後輩に向けた学習アドバイス」といった内容
で受講生からの回答を募り、その結果を次年度以降の受講学生へ伝達するなど工夫の余地がある。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

【意見・結果】令和5年度末での必須3科目の履修者数は収容定員(1,980名)の11%となった。この履修者割合を少しずつ
増加させていき毎年履修者数が得られた場合、5カ年経過後の累積履修者数が収容定員の90%程度まで増える見込み
がある。

【評価・今後の取組等】令和5年度の必須3科目は多くの履修者が得られている状況であり、その履修率が維持できれ
ば履修者数・履修率向上に向けた計画の達成について大きな問題はないと評価できる。令和8年度を目途とした必須
科目の卒業要件上の必修化についても想定している。

- 10 -



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

【意見・結果】教育プログラムにおける各授業科目、特に必須3科目のコースコンテンツにおいては、情報科学と社会と
のつながり、データサイエンスやデータエンジニアリング、AIのアプリケーションについて最新の事例に基づいて紹介し、
学生の動機づけを図っている。 

【評価・今後の取組等】現在開講されているコンテンツにおいて、データサイエンスを学ぶことの楽しさや意義を、学生が
理解できるような授業内容となっており、現時点で大きな問題はないと評価できる。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

【意見・結果】本学では全ての正規授業について、学期末のタイミングで「学生による授業アンケート」を実施し、理解度
（シラバスで示した到達目標に対する達成度）や、授業への満足度等を把握している。これらのフィードバックされた学
生からの意見・コメントを参考にし、半期ごとに、学生の「分かりやすさ」の観点からコースコンテンツの内容や実施方法
を改善していくための仕組みが存在している。

【評価・今後の取組等】半期ごとにコンテンツの内容や実施方法を改善していく仕組みは存在しているが、具体的な改
善点への結び付けや、動画・小テストCBT課題も含めた改良・改善は担当者も含めた運用コストが高い。今後、工学部　
数理データサイエンス・AI 教育研究センター所属教員等が、より一層受講生にとって理解度が高い授業内容にする改
善ができるよう枠組み・運用方法等の検討を継続していく必要がある。なお、令和8年度を目途としてデータサイエンス
基礎・データエンジニアリング基礎・AI基礎の内容は必修化を目指しており、その際にモデルカリキュラム改訂版におけ
る学修項目「生成AI」に関しては必須学修項目として追加導入する予定である。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

【意見・結果】本プログラムは令和5年度に開設したため、まだ修了者の卒業生はいない。

【評価・今後の取組等】キャリア教育・サポートセンターでは卒業生の進路状況を毎年調査しており、本学では就職先調
査を定期的に実施しているため、それによって本プログラムを修了した卒業生の輩出後は、進路先・活躍状況・企業等
の評価を把握することができる。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

【点検の結果】工学部の数理データサイエンス・AI教育プログラムの内容に関しては、工学教育寄附講座（令和5年度発
足、長野県企業5社が参画）など産業界に向けて状況の説明等を行って来た。

【評価・今後の取組等】本年度においては複数の企業と教育プログラムの内容に関する懇談等は行っているが、今後の
教育プログラムの改善に繋げていくため、各種施策に対する外部評価を実施いただき、外部評価結果は学内外に積極
的に公開するなどの工夫が必要と考えられる。
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⼤学等名 国⽴⼤学法⼈信州⼤学 ⼯学部
教育プログラム名 信州データサイエンスプログラム（応⽤基礎）

申請レベル 応⽤基礎レベル（学部単位）

申請年度 令和6年度

プログラムの⽬的プログラムの⽬的 データの収集や可視化，データ分析，AIの開発に必要な技術やツール，さらには専⾨分野
や社会における実践的な応⽤についても学ぶ．

データの収集や可視化，データ分析，AIの開発に必要な技術やツール，プログラミング
⾔語やデータベースの使い⽅を学び，⼤量のデータを処理し，分析する⽅法を習得する．
また，機械学習や深層学習の基礎を学び，⾃然⾔語処理や画像認識などの応⽤技術も習
得する．

⾝につけられる能⼒⾝につけられる能⼒

１．応⽤基礎レベルの数理・データサイエンス・AI教育プログラムに対応するコア3科⽬
「データサイエンス基礎」「データエンジニアリング基礎」「AI基礎」の単位を修得
すること．（学部共通科⽬・データサイエンス科⽬ 各1単位）

２．教育プログラムの修了要件ではないが、各学科で開講されているデータサイエンス/
データエンジニアリング/AIの要素を含む専⾨科⽬（5学科・12科⽬）を積極的に履修
することを推奨する（各学科・プログラムにおける卒業要件上の必修科⽬を含む．

修了要件修了要件

開講されている科⽬の構成開講されている科⽬の構成

実施体制実施体制
⼯学部数理DS・AI 教育研究センター を設置し，プログラムの改善・進化を推進する．
本センターは，本学が定める教育上の基本⽅針に基づき，⼯学部における数理データサイエンス・AI教育プログラムの
実施機関として，各学科と連携し，学部横断的な⾒地から学部共通科⽬・データサイエンス科⽬，ならびに各学科にお
けるDS/DE/AI援⽤された専⾨科⽬に係る教育課程の企画及び円滑な実施を図ることを⽬的とする組織である．
当センター内には⼯学部⼯学基礎部⾨データサイエンス分野の専任教員と，⼯学部からの兼任教員を複数配置し，本プ
ログラムの企画⽴案・実施を担当する．

DS DE AI
データサイエンス基礎 データエンジニアリング基礎 AI基礎必須３科⽬

選択科⽬

5学科・12科⽬
の選択科⽬内に
配置

コンピュータ化学演習，最適化，電気電⼦実験Ⅰ，⽔⽂学，
空間情報実習，エンジニアリングスキル実習，

実践的アルゴリズム，⼈⼯知能，
建築構造⼒学Ⅰ，建築構造⼒学Ⅰ演習，
建築構造⼒学Ⅱ，建築構造⼒学Ⅱ演習

-
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9
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補⾜資料１ 応⽤基礎レベルの授業要件と対応授業（必修）
項⽬ 基本的要素 モデルカリキュラム対応箇所 信州⼤学・授業科⽬    元/授業回

Ⅰ

データ表現とアルゴリズム：
データサイエンスとして、統計学を始め
様々なデータ処理に関する知識である
「数学基礎（統計数理、線形代数、微分
積分）」に加え、ＡＩを実現するための
⼿段として「アルゴリズム」、「データ
表現」、「プログラミング基礎」の概念
や知識の習得を⽬指す。

1-6. 数学基礎 データサイエンス基礎
単元6 数学基礎(前半)(※)（演習）

単元7 数学基礎(後半)(※)（演習）

1-7. アルゴリズム データサイエンス基礎 単元8 アルゴリズム（演習）

2-2. データ表現 データエンジニアリング基礎 単元2 データ表現（演習）
2-7. プログラミング基礎 データエンジニアリング基礎 単元7 プログラミング基礎 前半(※)（演習）

単元8 プログラミング基礎 後半(※)（演習）

Ⅱ

ＡＩ・データサイエンス基礎：
ＡＩの歴史から多岐に渡る技術種類や応
⽤分野、更には研究やビジネスの現場に
おいて実際にＡＩを活⽤する際の構築か
ら運⽤までの⼀連の流れを知識として習
得するＡＩ基礎的なものに加え、「デー
タサイエンス基礎」、「機械学習の基礎
と展望」、及び「深層学習の基礎と展
望」から構成される。

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス データサイエンス基礎 単元1 データ駆動型社会とデータサイエンス（演習）

1-2. 分析設計 データサイエンス基礎  元2 分析設計（演習）

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング データエンジニアリング基礎 単元1 ビッグデータとデータエンジニアリング

3-1. AIの歴史と応⽤分野 ＡＩ基礎 第2回 AIの歴史と応⽤分野

3-2. AIと社会 ＡＩ基礎 第3回 AIと社会

3-3. 機械学習の基礎と展望 ＡＩ基礎 第4回 機械学習の基礎と展望

3-4. 深層学習の基礎と展望 ＡＩ基礎 第8回 深層学習の基礎と展望
3-9. AIの構築と運⽤ ＡＩ基礎 第14回 AIの構築と運⽤

第15回 畳み込みニューラルネットワークの演習

Ⅲ

ＡＩ・データサイエンス実践：
本認定制度が育成⽬標として掲げる
「データを⼈や社会にかかわる課題の解
決に活⽤できる⼈材」に関する理解や認
識の向上に資する実践の場を通じた学習
体験を⾏う学修項⽬群。応⽤基礎コアの
なかでも特に重要な学修項⽬群であり、
「データエンジニアリング基礎」、及び
「データ・ＡＩ活⽤企画・実施・評価」
から構成される。

AI・データサイエンス実践（演習や課題解決型学
習）＜データ・AI活⽤企画・実践・評価＞

１．「データエンジニアリング基礎」
データエンジニアリング基礎 単元2 データ表現（演習）

２．「データ・ＡＩ活⽤企画・実施・評価」 ＡＩ基礎 第14回 AIの構築と運⽤

第15回 畳み込みニューラルネットワークの演習

-
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No. 学科 科⽬名 履修年次 必修/選択 単位数

1物質化学科 コンピュータ化学演習 2 必修 1

2電⼦情報システム⼯学科 最適化 3 選択 3

3電⼦情報システム⼯学科 電気電⼦実験Ⅰ 3 必修 1

4⽔環境・⼟⽊⼯学科 ⽔⽂学 2 必修 2

5⽔環境・⼟⽊⼯学科 空間情報実習 3 選択 1

6機械システム⼯学科 エンジニアリングスキル実習 2 必修 1

7機械システム⼯学科 実践的アルゴリズム 3 選択 2

8機械システム⼯学科 ⼈⼯知能 3 選択 2

9建築学科 建築構造⼒学Ⅰ 2 必修 1

10建築学科 建築構造⼒学Ⅰ・ 演習 2 必修 1

11建築学科 建築構造⼒学Ⅱ 2 必修 1

12建築学科 建築構造⼒学Ⅱ・ 演習 2 必修 1

補⾜資料２ 履修を推奨する，データサイエンス/データエンジニアリング/AIの
要素を含む学科ごとの専⾨科⽬⼀覧（5学科・12科⽬）
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